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か
し
元
は
と
言
え
ば
減
反
政
策
の

破
綻
。
そ
も
そ
も
日
本
の
食
糧
自

給
率
は
38
％
。
穀
物
自
給
率
も
28

％
に
過
ぎ
な
い
。
米
自
給
率
自
体

は
１
０
０
％
近
い
が
何
か
あ
れ
ば

米
不
足
に
。
諸
外
国
と
同
じ
よ
う

に
生
産
継
続
と
安
定
供
給
の
た
め

の
補
助
金
を
出
す
方
が
理
に
か
な

っ
て
い
る
▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も

し
か
り
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
賄
え
る
の
に
原
発
の
稼
働
年
数

を
延
ば
す
。
防
衛
も
そ
う
だ
。
米

軍
の
辺
野
古
新
基
地
を
建
設
中
だ

が
地
盤
が
弱
く
、
当
の
ア
メ
リ
カ

も
普
天
間
か
ら
動
く
気
は
な
い
。

利
権
の
臭
い
が
プ
ン
プ
ン
す
る
▼

石
垣
島
の
自
衛
隊
基
地
も
中
国
の

標
的
に
な
り
地
元
住
民
の
危
険
を

招
く
だ
け
で
、
防
衛
ラ
イ
ン
に
は

な
り
得
な
い
と
い
う
。
ひ
と
た
び

米
中
戦
争
が
起
こ
れ
ば
日
本
が
消

し
飛
ぶ
し
、
日
本
が
参
戦
を
表
明

す
る
だ
け
で
沖
縄
が
消
し
飛
ぶ
可

能
性
は
高
い
▼
防
衛
省
は
ア
メ
リ

カ
の
型
落
ち
の
戦
闘
機
を
買
い
、

垂
直
離
陸
可
能
な
戦
闘
機
で
護
衛

艦
の
空
母
化
を
図
っ
て
い
る
。
１

０
０
分
の
１
の
価
格
の
ド
ロ
ー
ン

で
戦
闘
機
を
落
と
せ
る
時
代
に
、

ア
メ
リ
カ
の
都
合
で
不
要
な
武
器

を
買
い
、
国
土
を
不
沈
空
母
に
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
日

本
海
側
に
並
ぶ
原
発
が
も
し
攻
撃

さ
れ
た
ら
、
核
兵
器
な
し
に
通
常

兵
器
の
攻
撃
で
同
じ
効
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
▼
日
本
が

生
き
残
る
道
は
外
交
し
か
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
べ
っ
た
り

の
今
の
与
党
に
は
不
可
能
で
あ
ろ

う
。
参
院
選
で
政
治
の
転
換
が
必

要
で
あ
り
、
選
ぶ
べ
き
は
今
の
与

党
で
な
い
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な

い
。
投
票
に
行
っ
て
、
そ
し
て
祝

杯
を
挙
げ
た
い
も
の
だ
。 

（
酔
）

　

日
本
の
政
府
・
与

党
の
政
策
に
は
一
貫

性
が
な
い
。
米
価
高

騰
が
続
く
中
、
備
蓄

米
を
放
出
し
た
。
し

２０２５年(令和７年)６月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１０５号（１）

2105
2025年 6月25日

政策座談会「問われる医療と社会保障」

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
特集　参議院選挙
主張「命守る政治へ転換を　投票に行こう」 ２面

４～５面

候補者インタビュー① ３面

ゼロの会オンラインイベント2025開催ゼロの会オンラインイベント2025開催

みんなで語ろうみんなで語ろう窓口負担ゼロ窓口負担ゼロ

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
神
奈
川
協
会

が
呼
び
か
け
団
体
と
な
り
立
ち
上

げ
た
「
医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ

ロ
の
会
』」
に
賛
同
す
る
４
協
会

が
共
催
し
、
兵
庫
協
会
が
主
務
と

な
り
開
催
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
西
山
裕
康

兵
庫
協
会
理
事
長
は
、
窓
口
負
担

ゼ
ロ
は
「
非
現
実
的
」
と
の
声
に

対
し
、
理
想
論
と
さ
れ
た
奴
隷
解

放
や
男
女
平
等
、
普
通
選
挙
を
実

現
し
て
き
た
歴
史
を
挙
げ
、
反

論
。「
ゼ
ロ
の
会
」
は
人
権
と
し

て
の
医
療
受
給
権
を
取
り
戻
す
運

動
だ
と
力
強
く
訴
え
た
。

　

保
団
連
か
ら
竹
田
智
雄
会
長
が

参
加
し
、
窓
口
負
担
が
受
診
抑
制

や
症
状
悪
化
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ
ニ

受
診
」
が
増
え
る
と
の
懸
念
は
裏

付
け
が
な
い
こ
と
な
ど
を
示
し
、

窓
口
負
担
の
撤
廃
は
合
理
的
で
あ

る
と
し
、「
お
金
の
心
配
な
く
医

療
に
か
か
れ
る
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
引
き
続
き
共
に
運
動

し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
た
。

伊
藤
真
弁
護
士

「
負
担
の
自
己
責
任
化

憲
法
に
反
す
る
」

　

伊
藤
塾
塾
長
の
伊
藤
氏
は
、

「
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
」
の
提

起
を
通
じ
て
、
憲
法
の
理
念
と
社

会
保
障
の
あ
り
方
を
深
く
問
い
直

し
た
。
氏
は
ま
ず
、
憲
法
と
は
国

家
権
力
を
制
限
し
、
国
民
の
人
権

と
平
和
を
守
る
た
め
の
国
家
へ
の

命
令
書
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
特

に
日
本
国
憲
法
は
戦
争
の
反
省
に

基
づ
く
「
平
和
憲
法
」
で
あ
り
、

そ
の
核
心
に
は
個
人
の
尊
重
、
生

存
権
、
幸
福
追
求
権
、
平
等
権
と

い
っ
た
人
権
が
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
誰
も
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
人
権

を
実
質
的
に
保
障
す
る
条
件
で
あ

る
と
述
べ
た
。
自
己
負
担
の
拡
大

が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
受
療
権
の

平
等
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
状
を

批
判
し
、
医
療
費
負
担
の
自
己
責

任
化
は
憲
法
の
理
念
に
反
す
る
と

指
摘
。
特
に
、
生
存
権
を
定
め
た

憲
法
25
条
は
、
貧
困
や
病
気
を
社

会
の
責
任
と
し
て
捉
え
、
個
人
の

尊
厳
を
保
障
す
る
国
の
義
務
を
明

示
し
て
い
る
と
強
調
し
、
医
療
費

を
「
受
益
者
負
担
」
と
み
な
す
視

点
は
制
度
そ
の
も
の
の
否
定
に
つ

な
が
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
防
衛
費
拡
大
や

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
含
む

国
防
政
策
の
転
換
に
つ
い
て
も
、

社
会
保
障
と
の
「
ト
レ
ー
ド
オ

フ
」
に
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、「
バ

タ
ー
か
大
砲
か
」
と
い
う
問

い
に
お
い
て
、
命
と
尊
厳
を

守
る
医
療
こ
そ
優
先
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
憲
法
は
未
完
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
不
断
の
努

力
を
通
じ
て
そ
の
理
念
を
実

現
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
民

主
主
義
と
立
憲
主
義
の
本
質

で
あ
る
と
し
、
今
こ
そ
主
権

者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

平
和
と
福
祉
を
土
台
と
す
る

社
会
の
構
築
に
向
け
て
声
を
上

げ
、
連
帯
し
、
行
動
し
よ
う
と
力

強
く
呼
び
か
け
た
。

　

各
協
会
か
ら
の
報
告
と
し
て
、

「
な
ぜ
今
『
窓
口
負
担
ゼ
ロ
』
な

の
か
？
」（
田
辺
由
紀
夫
神
奈
川

協
会
理
事
長
）、「
口
か
ら
見
え
る

格
差
」（
足
立
了
平
兵
庫
協
会
副

理
事
長
）、「
子
ど
も
医
療
費
Ｚ
ｅ

ｒ
ｏ
で
子
育
て
を
応
援
〜
３
つ
の

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
を
掲
げ
る
多
古
町
の
今

を
追
う
〜
」（
武
田
浩
一
千
葉
協

会
副
会
長
）、「
受
診
を
阻
害
す
る

２
つ
の
壁
」（
矢
部
あ
づ
さ
大
阪

歯
科
協
会
副
理
事
長
）
が
そ
れ
ぞ

れ
報
告
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
ラ
ジ
オ
関
西
番
組
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
で
お
な
じ
み
の
寺
谷
一

紀
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
伊
藤
真
弁
護
士
、
西
山
兵
庫

協
会
理
事
長
、
二
村
哲
神
奈
川
協

会
副
理
事
長
、
宇
佐
美
宏
千
葉
協

会
副
会
長
・
保
団
連
歯
科
代
表
、

矢
部
あ
づ
さ
大
阪
歯
科
協
会
副
理

事
長
が
参
加
し
て
進
行
。
窓
口
負

担
問
題
を
中
心
に
、
日
本
の
医
療

制
度
の
課
題
と
改
善
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
多
方
面
か
ら
議
論
が
行

わ
れ
た
。

シンポジウムで医療費負担について語る（左から）伊藤真弁護士、西山裕康兵庫協会理事長、二村哲神奈川協会副
理事長、矢部あづさ大阪歯科協会副理事長、宇佐美宏千葉協会副会長・保団連歯科代表、寺谷一紀さん

「ゼロの会」のキャラクター「ゼロくん」
（右）も神奈川県から参加した　　　　

イベントアーカイブ動画　公開中！イベントアーカイブ動画　公開中！
視聴はこちら視聴はこちら

または

で検索！

イベント終了後、来場参加者で
「ゼロくん」を囲んで記念撮影

▲YouTubeで公開しているオンラインイベントの動画。
会場皆で「ゼロ」をアピール！　　　　　　　　　

　「ゼロの会」オンラインイベントのアーカイ
ブ動画を公開中です。ご視聴は上の二次元コー
ドから。または「窓口負担　ゼロの会」で検索
して特設ページからご覧いただけます。
※動画を見た方のなかから抽選でプレゼントが
当たります！
　応募締め切りは６月末まで。ぜひご視聴の
上、ご応募ください！

　兵庫協会は６月８日、神奈川・千葉・大阪歯科各協会と共催
で、オンラインイベント2025「みんなで語ろう窓口負担ゼロ―お
金の心配なく医療にかかれる社会に」を開催。弁護士の伊藤真氏
が「人権保障から考える『医療費窓ロ負担ゼロ』」について基調
講演した他、「なぜ今窓口負担ゼロなのか？」など、４人の話題
提供を受け、シンポジウムを開催した。本イベントは兵庫協会会
議室から配信を行い、31人が来場。動画の視聴回数は当日とアー
カイブをあわせ６月18日までに448回となっている。

『兵庫保険医新聞』『兵庫保険医新聞』
参議院選挙　投稿募集参議院選挙　投稿募集
「投票に行こう～私の思い～」「投票に行こう～私の思い～」

消夏特集号消夏特集号（8/5）（8/5）投稿募集!投稿募集!

字　数　600字程度　内　容　選挙争点など
締　切　７月７日（月）協会必着

字　数　600字程度
締　切　７月15日（火）協会必着
テーマ　①昭和100年、戦後80年
　大きな節目を迎える今年の夏、昭和から
の100年、戦後80年を振り返っての思いを
募集します。
　　　　②自由題
応募方法（参議院選挙・消夏特集号共通）
［E-mail］hhkssk1@gmail.com
［FAX］078－393－1820

・
坪
田
有
史
・
東
京
歯
科
保

険
医
協
会
会
長

・
武
田
浩
一
・
千
葉
県
保
険

医
協
会
副
会
長

・
永
田
正
和
・
岐
阜
県
保
険

医
協
会
会
長

・
池
庭
誠
・
岐
阜
県
保
険
医

協
会
副
会
長

・
宇
都
宮
健
弘
・
大
阪
府
保

険
医
協
会
理
事
長

・
小
澤
力
・
大
阪
府
歯
科
保

険
医
協
会
理
事
長

・
原
口
兼
明
・
鹿
児
島
県
保

険
医
協
会
会
長

・
高
嶺
朝
広
・
沖
縄
県
保
険

医
協
会
会
長

寄
せ
ら
れ
た　
　

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

プレゼント企画プレゼント企画
しめきりはしめきりは
６月末まで！６月末まで！

窓口負担　ゼロの会
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理事　　冨澤　洪基

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

　

７
月
の
参
議
院

選
挙
が
目
前
に
迫

っ
て
き
た
。
国
民

の
命
と
健
康
を
第

一
に
考
え
、
地
域

医科保険請求

会
員
訃
報

道
本　

知
子
先
生

準
会
員　

内
科

２
月
24
日 

享
年
85
歳

京
極　

正
典
先
生

芦
屋
市　

小
児
科

３
月
21
日 

享
年
87
歳

堀　
　

公
行
先
生

加
古
川
市　

胃
腸
・
外
科

２
月
25
日 

享
年
85
歳

久
保
田　

昭
先
生

中
央
区　

産
婦
人
科

３
月
13
日 

享
年
91
歳

八
若　
　

功
先
生

姫
路
市　

小
児
科

５
月
16
日 

享
年
99
歳

感 想 文

や
、
物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
の

逼
迫
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は

診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
業
務
の

煩
雑
化
や
、
経
費
の
増
大
な

ど
、
私
た
ち
や
県
民
の
怒
り
は

頂
点
に
達
し
て
い
る
。
ピ
ン
チ

に
お
い
て
こ
そ
、
盤
面
を
一
気

に
覆
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
前

　

維
新
の
新
人
は
、
前
職
が
知

事
選
で
敗
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

党
の
公
認
候
補
と
い
う
だ
け
で

勢
い
は
な
い
。
候
補
者
が
自
ら

の
資
質
を
短
期
間
で
示
す
と
い

う
厳
し
い
試
練
を
乗
り
越
え
る

必
要
が
あ
る
。

　

公
明
現
職
は
安
定
し
た
支
持

向
き
に
考
え
た
い
。

　

現
在
、
改
選
３
に
対
し
現
職

２
人
、
新
人
10
数
人
が
挑
む
構

図
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。
現
時

点
に
お
い
て
現
職
２
人
、
新
人

４
人
程
度
が
当
選
可
能
圏
に
あ

り
、
誰
が
当
選
す
る
か
、
予
測

が
困
難
で
あ
る
。

基
盤
を
持
つ
も
の
の
、
当
選
に

は
多
く
の
上
積
み
票
を
必
要
と

し
、
集
票
力
が
特
に
高
い
世
代

の
高
齢
化
に
危
機
感
を
募
ら
せ

る
。

　

自
民
現
職
は
、
６
年
前
の
選

挙
で
次
点
候
補
に
３
万
票
近
く

の
差
ま
で
追
い
上
げ
ら
れ
、
辛

勝
し
た
も
の
の
、
今
回
は
献
金

不
記
載
が
痛
手
と
な
り
、
苦
し

い
立
ち
あ
が
り
だ
。

　

無
所
属
の
前
明
石
市
長
は
全

国
的
な
知
名
度
が
あ
り
、
こ
ど

も
医
療
費
無
償
化
と
い
っ
た
実

績
か
ら
、
幅
広
い
層
よ
り
支
援

を
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
過
去
に
、
暴
言
問
題
で
辞
職

し
た
経
緯
も
あ
り
、
選
挙
期
間

中
の
言
動
を
通
じ
、
自
ら
の
資

質
に
つ
き
、
改
め
て
説
明
責
任

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

　

共
産
新
人
は
、
豊
富
な
出
馬

経
験
と
長
年
の
市
民
と
の
活
動

を
通
じ
、
20
万
近
く
の
個
人
票

を
も
つ
。
今
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
丁
寧
に
社
会
保
障
施
策
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、
協
会
の
要
求

に
賛
同
し
て
い
る
。
社
民
や
れ

い
わ
支
持
層
と
の
共
闘
の
流
れ

が
で
き
れ
ば
、
議
席
に
届
く
可

能
性
が
あ
る
。

　

国
民
民
主
新
人
は
、
維
新
塾

出
身
で
あ
る
が
、
連
合
の
支
援

を
受
け
、
党
の
支
持
率
が
比
較

的
安
定
し
て
お
り
、
保
守
層
へ

浸
透
す
れ
ば
、
当
選
圏
に
浮
上

す
る
可
能
性
を
残
す
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
本
紙
の
候

補
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
政
策
座

談
会
な
ど
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
命
、

地
域
医
療
を
守
る
政
治
の
転
換

へ
向
け
、
貴
重
な
一
票
を
投
じ

よ
う
。

医
療
と
暮
ら
し
を
守
る
に
は
、

社
会
保
障
の
充
実
が
大
切
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が

い
ま
確
実
に
で
き
る
こ
と
は
、

投
票
に
行
く
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
当
会
の
作
成
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
３
面
参
照
）

は
、
今
起
き
て
い
る
医
療
危
機

の
深
刻
さ
や
、
そ
の
原
因
に
つ

い
て
、
ま
た
現
実
的
な
解
決
策

に
つ
い
て
も
、
示
唆
に
富
む
提

言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
裏

表
の
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
だ
け
で

も
待
合
室
に
掲
示
し
た
り
、
関

心
の
あ
る
患
者
さ
ま
に
は
全
編

を
お
渡
し
が
で
き
る
ほ
ど
、
充

実
し
た
内
容
で
あ
る
。

参議院選挙

命
守
る
政
治
へ
転
換
を

投
票
に
行
こ
う

国
際
関
係
と
日
本
の
選
択

米
国
・
中
国
と
の
付
き
合
い
方

　

佐
々
木
淳
先
生
は
、
首
都
圏
を

中
心
と
し
て
内
科
の
訪
問
診
療
専

門
の
診
療
所
を
多
数
開
設
さ
れ
て

お
り
、
歯
科
、
精
神
科
・
皮
膚
科

・
整
形
外
科
な
ど
の
各
専
門
科
、

歯
科
衛
生
士
・
看
護
師
・
理
学
療

法
士
・
管
理
栄
養
士
な
ど
多
職
種

連
携
で
在
宅
医
療
を
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
内
科
の
視
点
か
ら
、
一

人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
に
き
め
細

か
く
対
応
し
た
歯
科
を
含
む
多
職

種
連
携
の
実
践
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
は
在
宅
で
寝
た
き

り
の
方
々
の
ト
ラ
ブ
ル
（
肺
炎
、

骨
折
な
ど
）
は
栄
養
の
問
題
が
多

い
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
医
科
の

先
生
も
ご
聴
講
い
た
だ
け
れ
ば
、

在
宅
医
療
で
の
栄
養
管
理
や
考
え

方
の
ヒ
ン
ト
に
繋
が
る
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
先
生
は
、Foebes 
JAPAN

の
表
紙
を
飾
っ
た
り
、
雑

誌
に
も
掲
載
多
数
、
講
演
会
は
全

国
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
、
め
っ
た
に

聴
け
な
い
機
会
で
す
。

　

医
科
・
歯
科
の
先
生
は
も
ち
ろ

ん
、
在
宅
医
療
に
関
わ
る
全
て
の

職
種
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

７月６日（日）14時～16時30分　佐々木淳先生ご講演

「訪問診療の現場から見えるもの」
在宅医療に関わる皆さまのご参加を

日　時　７月６日（日）14時～16時30分
会　場　協会５階会議室　　　　　　参加費　無料
講　師　医）悠翔会　理事長　佐々木淳先生

歯科訪問診療対策研究会

「訪問診療の現場から見えるもの～内科から歯科への期待～」

　

協
会
が
運
営
に
協
力
す
る
九
条

の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
が
５
月

24
日
、
開
催
し
た
講
演
会
「『
貧

国
強
兵
』
化
す
る
日
本
―
安
全
保

障
の
あ
り
方
を
問
う
―
」（
本
紙

６
月
15
日
号
既
報
）。
松
井
祥
治

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

明
海
大
学
経
済
学
部
准
教
授
の

宮
﨑
礼
二
氏
の
ご
講
演
に
よ
る

「『
貧
国
強
兵
』
化
す
る
日
本
」

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
富
国
強
兵
」
は
明
治
日
本
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

お
り
ま
し
た
が
、「
貧
国
強
兵
」

と
は
、
現
内
閣
で
「
抑
止
力
」
を

高
め
る
た
め
に
防
衛
費
を
増
額
さ

せ
る
こ
と
で
「
社
会
保
障
費
」
や

「
防
災
関
係
予
算
」
な
ど
が
削
ら

れ
、
結
果
的
に
国
民
に
貧
し
い
思

力
」
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

予
定
講
演
時
間
を
大
幅
に
超
過

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
講
演
内

容
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し

た
。
先
生
の
講
演
で
私
が
特
に
面

白
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
を
い
く
つ

か
列
挙
し
ま
す
。

　

①
日
本
は
日
米
同
盟
が
あ
る
か

ら
と
言
っ
て
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ

一
辺
倒
に
な
る
の
で
は
な
く
、
軍

備
費
を
抑
え
て
中
国
と
も
上
手
に

付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
、
余
っ
た
予
算
を
社
会
保
障
に

回
す
。
日
米
安
保
条
約
の
存
在
を

知
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
一
般
人

で
、
金
融
は
ド
ル
建
て
な
の
が
何

よ
り
の
証
拠
で
、
日
本
も
中
華
思

想
に
も
っ
と
な
じ
む
必
要
が
あ

る
。

　

③
ト
ラ
ン
プ
・
ア
メ
リ
カ
は
19

世
紀
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
（
対
外
不

干
渉
主
義
）
を
実
践
し
よ
う
と
し

て
い
る
し
、
中
国
は
14
〜
17
世
紀

の
明
の
時
代
の
よ
う
な
海
洋
国
家

を
目
指
し
て
い
る
。

　

④
ア
メ
リ
カ
は
メ
キ
シ
コ
か
ら

大
量
の
麻
薬
（
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
）

が
不
法
に
入
っ
て
く
る
の
は
、
後

ろ
で
中
国
が
糸
を
引
い
て
い
て
、

ア
ヘ
ン
戦
争
で
多
数
の
中
国
人
が

麻
薬
づ
け
に
さ
れ
た
こ
と
へ
の
復

讐
だ
と
考
え
て
い
る
。
白
人
（
特

に
も
ち
ろ
ん
イ
ギ
リ
ス
人
）
は
ア

ヘ
ン
戦
争
に
対
し
て
、
い
ま
だ
に

大
変
な
罪
悪
感
を
持
っ
て
い
る
、

等
々
で
す
。

　

宮
﨑
先
生
、
長
時
間
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
淡
路
市　

松
井　

祥
治
】

は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。

　

②
そ
も
そ
も
中

国
が
覇
権
主
義
国

家
と
い
う
が
、
そ

れ
な
ら
ア
メ
リ
カ

こ
そ
帝
国
主
義
、

覇
権
主
義
。
英
語

が
世
界
共
通
語

い
を
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　

軍
備
拡
張
に
よ
る
「
抑
止
力
」

に
つ
い
て
も
、
相
手
国
（
中
国
、

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
）
も
同
じ
よ
う

に
考
え
軍
拡
す
る
こ
と
で
歯
止
め

な
き
競
争
と
な
る
の
で
効
果
は
懐

疑
的
で
あ
る
と
い
う
お
話
で
し

た
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
あ
る
程
度

の
防
衛
力
と
日
米
同
盟
は
「
抑
止

九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
講
演
会　

感
想
文

「中国の覇権主義だけでな
く、アメリカの帝国主義・
覇権主義を問題にすべき」
と語った宮﨑先生　　　　

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

渋
谷
区
・
世
田
谷
区
の

マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
の
有
無
を
問

わ
な
い
資
格
確
認
書
の
一
斉
発
送

方
針
に
対
し
、
厚
労
相
は
、
事
実

関
係
を
把
握
し
必
要
な
対
応
を
検

討
す
る
と
述
べ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
参
院
選
保

険
医
の
重
点
要
求
（
案
）、
②
保

団
連
消
費
税
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ご

存
じ
で
す
か
？
医
療
と
消
費
税
の

関
係
」
の
活
用
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

院
内
掲
示
事

項
の
ウ
ェ
ブ
掲
載
義
務
の
経
過
措

置
が
25
年
５
月
31
日
で
終
了
し
、

６
月
１
日
以
降
は
院
内
掲
示
と
と

も
に
Ｈ
Ｐ
等
へ
の
掲
載
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

５
月
以
降
も
一
斉
病
院
訪
問

を
行
い
、
協
会
へ
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
勤
務
医
入
会
へ
の
足
掛
か

り
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
報
告
が

さ
れ
た
。
25
年
度
前
半
期
共
済
普

及
に
お
け
る
募
集
目
標
と
到
達
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会
・「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

①
保
団
連
が
「
歯
科
技
工
危
機
」

で
記
者
会
見
を
行
い
翌
25
日
の
東

京
新
聞
朝
刊
ト
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ

た
こ
と
、
②
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
実
現
を
求
め
る
請
願
署
名
」

の
到
達
が
４
０
０
９
筆
と
な
り
、

全
国
連
絡
会
歯
科
署
名
提
出
集
会

（
６
／
５
）
に
川
村
・
白
岩
両
副

理
事
長
、
鈴
田
理
事
、
小
寺
評
議

員
、
川
西
参
与
、
雨
松
歯
科
技
工

士
（
全
国
連
絡
会
会
長
）
が
参
加

す
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

全
国
災
対
連
新
署

名
ス
タ
ー
ト
院
内
集
会
（
５
／

30
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
）・

内
閣
府
防
災
担
当
審
議
官
要
請
行

動
へ
の
参
加
等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
５
月
24
日　

理
事
会
よ
り
）

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

〈生活習慣病管理料（Ⅰ）または（Ⅱ）の算定〉
Ｑ１　生活習慣病管理料（Ⅰ）を６
月に最後に算定した場合、生活習慣
病管理料（Ⅱ）に切り替えが可能に
なるのはいつからか。
Ａ１　12月以降は（Ⅱ）への切り替
えが可能です。ただし、（Ⅰ）を最
後に算定した日の属する月から６カ
月は（Ⅱ）を算定できないとされて
いますので、（Ⅰ）に切り替えるた
めには７～11月は（Ⅰ）も（Ⅱ）も
算定しないことになります。
Ｑ２　生活習慣病管理料（Ⅱ）を
（Ⅰ）に切り替えるにあたり制限は
あるか。
Ａ２　（Ⅱ）から（Ⅰ）への変更は
制限されていません。（Ⅱ）を算定
した翌月から切り替えることができ

ます。
Ｑ３　生活習慣病管理料（Ⅰ）また
は（Ⅱ）を算定する患者について、
翌月から特定疾患療養管理料の算定
に切り替えることは可能か。
Ａ３　医学的に管理する主病が特定
疾患に変更となった場合には、
（Ⅰ）または（Ⅱ）を算定した翌月
に特定疾患療養管理料への切り替え
は可能です。
Ｑ４　生活習慣病管理料（Ⅰ）また
は（Ⅱ）について、ある月のみ生活
習慣病管理料を算定せず、包括され
る点数を出来高で算定することは可
能か。
Ａ４　可能です。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
兵
庫
選

挙
区
は
、
全
国
で
最
も
注
目
を

集
め
る
選
挙
区
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
改
選
定
数
が
３
議
席
と
な

っ
た
２
０
１
６
年
以
来
、
維

新
、
自
民
、
公
明
の
３
党
が
手

堅
く
議
席
を
保
持
し
て
き
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
知
事
問
題

　業務効率化や賃金改善に使用できる「生産性向上・職場環境整備等支援
事業」（無床診療所18万円等、３月末までにベースアップ評価料届出要）
の申請受付は７月下句～８月上旬になる見込みです。
　※詳細が分かり次第FAXニュース等でお知らせいたします。

無床診療所18万円の支援金受付開始は７月下旬頃予定



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)６月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２１０５号

　

来
住
氏
は
、「『
希
望
を
運
ぶ
政

治
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
鉄
道
の
現

場
で
勤
務
し
て
き
た
経
験
か
ら
、

鉄
道
の
他
、
同
様
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
医
療
制
度
を
守
り
た
い

と
述
べ
た
。

　

診
療
報
酬
の
低
さ
の
背
景
に
は

「
軍
事
費
や
大
企
業
減
税
に
偏
っ

た
財
政
配
分
」
が
あ
る
と
し
、

「
今
や
軍
事
予
算
は
８
兆
円
を
超

え
る
一
方
で
、
医
療
や
介
護
に
十

分
な
予
算
が
回
っ
て
い
な
い
。
徴

税
の
あ
り
方
、
支
出
の
優
先
順
位

　

経
済
産
業
省
出
身
で
中
小
企
業

政
策
に
も
携
わ
っ
て
き
た
多
田
ひ

と
み
氏
は
、「
い
ま
一
番
伝
え
た

い
政
策
は
、〝
手
取
り
を
増
や

す
〞
こ
と
」
と
述
べ
、
国
家
公
務

員
と
し
て
の
経
験
と
、
公
認
会
計

士
と
し
て
企
業
の
経
営
に
も
深
く

関
わ
っ
て
き
た
実
績
を
も
と
に
、

経
済
の
根
本
的
立
て
直
し
を
訴
え

た
。

　

ま
た
、「
私
が
中
心
に
据
え
て

い
る
の
は
、
減
税
に
よ
っ
て
国
民

の
手
ど
り
を
増
や
す
こ
と
だ
」
と

述
べ
、
そ
の
具
体
策
の
一
つ
と
し

て
「
１
０
３
万
円
の
壁
」
を
「
１

７
８
万
円
」
ま
で
引
き
上
げ
る
と

い
う
政
策
を
掲
げ
、「
こ
の
変
更

に
よ
っ
て
、
平
均
し
て
年
15
万
円

の
手
取
り
増
が
見
込
ま
れ
る
」
と

強
調
。
さ
ら
に
、
消
費
税
を
段
階

的
に
５
％
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と

で
、
景
気
回
復
を
図
る
考
え
も
示

し
た
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
の
専
門
家
と

し
て
、「
２
０
２
４
年
に
は
企
業

の
経
常
利
益
が
過
去
最
高
を
記
録

し
た
が
、
そ
の
恩
恵
が
労
働
者
に

は
届
い
て
い
な
い
」
と
し
て
、
企

業
の
利
益
が
主
に
株
主
配
当
等
に

ま
わ
り
、
労
働
分
配
率
（
企
業
の

付
加
価
値
の
う
ち
人
件
費
に
充
て

ら
れ
た
割
合
）
が
低
い
こ
と
を
指

摘
。

　

多
田
氏
は
「
労
働
分
配
率
の
見

え
る
化
」
の
た
め
に
「
企
業
の

『
通
信
簿
』
と
し
て
、
労
働
分
配

率
を
国
民
に
公
表
す
る
仕
組
み
を

導
入
し
、
働
く
人
に
優
し
い
企
業

か
ど
う
か
を
見
え
る
形
に
し
た

い
」
と
述
べ
、
景
気
が
良
く
な
れ

ば
賃
金
が
上
が
る
、
そ
ん
な
健
全

な
経
済
循
環
を
つ
く
る
た
め
の
制

度
整
備
が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

　

も
う
一
点
、
多
田
氏
が
力
を
込

め
る
の
が
中
小
企
業
支
援
。「
日

本
企
業
の
99
％
は
中
小
企
業
。
現

場
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
支
援

制
度
が
使
い
づ
ら
い
と
い
う
不
満

が
根
強
い
」
と
の
べ
、「
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用
し
、
簡
便
で

申
請
し
や
す
い
制
度
へ
と
再
設
計

す
べ
き
」
と
訴
え
た
。

　

物
価
高
で
苦
し
む
医
療
現
場
に

つ
い
て
、「
病
院
で
は
『
転
嫁
で

き
な
い
消
費
税
』
が
発
生
し
て
い

る
」「
減
税
は
病
院
経
営
に
と
っ

て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
」

と
述
べ
た
。

（
聞
き
手　

川
西
敏
雄
参
与
）

　

金
田
氏
は
ま
ず
、「
消
費
税
減

税
こ
そ
最
大
の
生
活
支
援
策
」
と

強
調
し
、
社
会
保
障
の
た
め
と
さ

れ
て
き
た
消
費
税
に
つ
い
て
「
逆

進
性
が
強
く
、
庶
民
を
苦
し
め
る

不
公
平
な
税
制
だ
」
と
批
判
。
医

療
機
関
が
負
担
し
て
い
る
控
除
対

象
外
消
費
税
の
是
正
も
求
め
た
う

え
で
、
税
率
を
10
％
か
ら
５
％
に

引
き
下
げ
る
こ
と
を
公
約
に
掲
げ

て
い
る
と
し
た
。
財
源
に
つ
い
て

は
、
大
企
業
・
富
裕
層
へ
の
行
き

過
ぎ
た
法
人
税
・
所
得
税
減
税
を

た
だ
す
こ
と
に
よ
り
十
分
に
対
応

可
能
と
し
、「
庶
民
の
懐
が
温
ま

れ
ば
消
費
も
税
収
も
増
え
る
」
と

語
っ
た
。

　

医
療
政
策
で
は
、「
必
要
な
と

き
に
お
金
の
心
配
な
く
か
か
れ
る

医
療
を
保
障
す
べ
き
」
と
し
、
窓

口
負
担
の
軽
減
、
最
終
的
に
は
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
、

医
師
・
看
護
師
の
増
員
、
公
立
病

院
の
再
建
・
拡
充
が
不
可
欠
と
指

摘
し
、「
医
療
費
削
減
を
〝
財
政

効
果
〞
と
し
て
計
算
す
る
よ
う
な

政
治
は
異
常
」
と
、
政
府
・
与
党

に
よ
る
高
額
療
養
費
の
上
限
引
き

上
げ
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外

し
、
病
床
削
減
政
策
を
強
く
批
判

し
た
。
医
療
は
単
な
る
コ
ス
ト
で

は
な
く
、
命
を
守
る
た
め
の
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
憲
法
25
条

に
基
づ
き
国
の
責
任
で
保
障
さ
れ

る
べ
き
だ
と
力
を
込
め
た
。

　

防
衛
費
の
増
大
に
対
し
て
は
、

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
な
ど
過
剰
な

軍
拡
は
、
か
え
っ
て
緊
張
を
高
め

る
」
と
懸
念
を
示
し
、「
本
当
に

国
を
守
る
と
は
、
食
糧
自
給
と
地

域
経
済
の
安
定
こ
そ
」
と
主
張
し

た
。
兵
庫
の
農
業
・
漁
業
の
持
つ

可
能
性
を
活
か
し
た
、
食
料
自
給

体
制
の
確
立
こ
そ
が
「
暮
ら
し
の

防
衛
」
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
裏
金
問
題
に
つ
い
て

も
言
及
し
、「
政
治
を
歪
め
て
い

る
の
は
企
業
・
団
体
献
金
の
構
造

だ
」
と
断
じ
、
同
党
が
提
出
し
て

い
る
企
業
献
金
禁
止
法
案
や
政
党

助
成
金
廃
止
法
案
の
意
義
を
説

明
。「
お
金
の
力
で
は
な
く
、
国

民
の
声
で
動
く
政
治
」
を
実
現
す

る
必
要
が
あ
る
と
語
っ
た
。

　

金
田
氏
は
「
社
会
保
障
は
お
荷

物
で
は
な
く
、
地
域
に
雇
用
と
需

要
を
生
む
経
済
政
策
だ
」
と
繰
り

返
し
強
調
。
医
療
・
介
護
・
保
育

へ
の
公
的
投
資
を
拡
大
す
る
こ
と

が
、
地
域
経
済
を
支
え
、
将
来
的

に
は
税
収
を
増
や
す
好
循
環
を
も

た
ら
す
と
述
べ
、「
医
療
や
社
会

保
障
を
中
心
に
据
え
た
税
と
予
算

の
組
み
直
し
が
必
要
だ
」
と
語
っ

た
。「
兵
庫
の
す
み
ず
み
に
暮
ら

し
の
安
心
を
届
け
た
い
」
と
、
金

田
候
補
は
力
強
く
訴
え
た
。

（
聞
き
手　

西
山
裕
康
理
事
長
・

武
村
義
人
副
理
事
長
）

　

協
会
は
従
来
よ
り
、
国
政
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
各
党
や
各
候

補
者
の
医
療
政
策
な
ど
を
広
く
会
員
に
知
ら
せ
、
投
票
判
断
に
資

す
る
べ
く
務
め
て
き
た
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、

６
月
初
旬
時
点
で
立
候
補
を
表
明
し
て
い
た
各
予
定
候
補
者
に

「
保
険
医
の
重
点
要
求
（
案
）」（
本
紙
６
月
５
日
付
掲
載
）
を
示

し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依
頼
。
６
月
17
日
現
在
で
、
国
民
民
主
党

・
新
人
の
多
田
ひ
と
み
氏
、
日
本
共
産
党
・
新
人
の
金
田
峰
生

氏
、
社
会
民
主
党
・
新
人
の
来
住
文
男
氏
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
た
の
で
、
紹
介
す
る
。

を
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
」
と
強

調
し
た
。
特
に
消
費
税
に
つ
い
て

は
、「『
社
会
保
障
の
た
め
』
と
導

入
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
恩

恵
が
現
場
に
届
い
て
い
な
い
」
と

疑
問
を
呈
し
、「
消
費
税
減
税
・

ゼ
ロ
、
大
企
業
か
ら
の
公
平
な
課

税
で
財
源
を
確
保
す
べ
き
」
と
の

姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
自
身
の
配
偶
者
が
介
護

福
祉
士
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
妻
が

長
年
介
護
の
現
場
で
働
い
て
き
た

が
、
バ
イ
ク
で
訪
問
先
を
回
り
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
身
体
を
酷
使

し
て
、
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て

い
る
」
と
語
り
、「
人
間
と
し
て

当
た
り
前
の
行
為
を
支
え
る
仕
事

に
、
も
っ
と
敬
意
と
対
価
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
」
と
憤
り
を
語
っ

た
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

「
無
駄
で
し
か
な
い
。
な
ぜ
国
に

こ
こ
ま
で
個
人
情
報
を
管
理
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
仕
組

み
も
複
雑
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

る
の
は
目
に
見
え
て
い
た
」
と
、

制
度
の
導
入
自
体
に
疑
問
を
呈
し

た
。

　

歯
科
医
療
の
現
状
に
も
言
及
。

「
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工
士
の

待
遇
も
改
善
が
必
要
。
歯
の
健
康

は
全
身
の
健
康
に
直
結
す
る
。
歯

を
失
う
こ
と
で
栄
養
が
摂
れ
ず
、

認
知
機
能
に
も
影
響
が
出
る
。
こ

う
し
た
基
礎
的
な
部
分
へ
の
支
援

が
軽
ん
じ
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

政
治
資
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、「
企
業
・
団
体
献
金
は
禁
止

に
す
べ
き
。
地
方
議
員
の
選
挙
で

も
裏
金
の
よ
う
な
話
が
出
て
き
て

い
る
。
国
民
の
信
頼
を
損
な
う
金

権
政
治
は
、
社
会
保
障
を
後
回
し

に
す
る
政
治
を
支
え
る
も
の
で
、

許
し
て
は
い
け
な
い
」
と
強
く
訴

え
た
。

（
聞
き
手　

川
西
敏
雄
参
与
）

追加注文は、☎078－393－1807まで

　協会は７月に予定される参議院選挙を前
に、パンフレット『崩れる暮らしと医療　７
月参議院選挙で問われる命の優先順位』を発
行しました（本紙６月５日号同封）。いま医
療現場で進行している深刻な実態と、それを
加速させる政治の責任を明らかにし、有権者
に対して「命を守る政治とは何か」を問うも
のです。ぜひご一読ください。

パンフレット
『７月参議院選挙で問われる

命の優先順位』

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL 0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

元JR職員として
鉄道や医療など社会
インフラ守る政治へ

社会保障を軸に
税と予算の再構築を

来
き

住
し

 文男氏

金田 峰生氏

多田ひとみ氏

社会民主党

日本共産党

国民民主党

手取りを増やし、
　　　景気を底上げする

候
補
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

特集　参議院選挙
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７
月
20
日
に
投
開
票
が
予
定
さ

れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
に
あ
た
っ

て
、
政
策
運
動
広
報
委
員
会
で
は

６
月
11
日
、
国
政
を
医
療
政
策
中

心
に
振
り
返
る
と
と
も
に
、
主
要

政
党
の
公
約
な
ど
を
議
論
し
た
。

司
会
は
武
村
義
人
副
理
事
長
。
出

席
者
は
、
西
山
裕
康
理
事
長
、
森

岡
芳
雄
副
理
事
長
、
木
原
章
雄
理

事
、
永
本
浩
監
事
、
川
西
敏
雄
参

与
。

参参  

院院  

選選

特　
　

集

特　
　

集

政策座談会 問われる医療と社会保障

社会保障拡充実現する党　見極めよう
経
費
高
騰
に
診
療
報
酬
追
い
つ
か
ず

「
社
会
保
障
の
た
め
」は
本
当
か

消
費
税
の
逆
進
性
を
問
う

マ
イ
ナ
保
険
証 

事
実
上
の
義
務
化
と
各
党

「
骨
太
」と
財
政
審
建
議
は
医
療
費
抑
制
を
継
続

　

武
村　

政
府
が
打
ち
出
す
医
療

政
策
、
特
に
財
務
省
財
政
制
度
等

審
議
会
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
春
の

建
議
」
や
最
近
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
」
に
つ
い
て
の
評

価
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

川
西　

「
骨
太
の
方
針
２
０
２

５
」
は
、
自
民
党
の
意
見
を
反
映

し
、「
医
療
・
介
護
等
の
現
場
の

厳
し
い
現
状
」
と
盛
り
込
ま
れ

た
。
さ
ら
に
、「
高
齢
化
に
よ
る

増
加
分
に
相
当
す
る
伸
び
に
…
経

済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
た
対

応
に
相
当
す
る
増
加
分
を
加
算
す

る
」
と
し
て
、
社
会
保
障
予
算
を

高
齢
化
に
よ
る
増
加
分
に
抑
制
す

る
方
針
が
転
換
さ
れ
、
物
価
上
昇

分
も
容
認
さ
れ
る
方
向
性
が
示
さ

き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

森
岡　

報
道
に
よ
れ
ば
、
す
べ

て
の
県
立
病
院
が
２
年
連
続
で
赤

字
と
な
っ
て
お
り
、「
倒
産
寸

前
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
県
は
対

策
と
し
て
１
３
０
床
規
模
の
休
床

を
打
ち
出
し
た
が
、
こ
れ
で
は
県

民
に
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

木
原　

長
ら
く
抑
制
さ
れ
て
き

た
診
療
報
酬
は
、
急
激
な
物
価
上

昇
や
人
件
費
・
医
薬
品
費
の
高
騰

に
対
応
で
き
ず
、
医
療
機
器
の
更

新
を
行
う
余
力
も
奪
わ
れ
、
医
療

機
関
が
本
来
果
た
す
べ
き
医
療
の

質
や
安
全
性
の
維
持
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打

開
す
る
に
は
年
度
途
中
で
も
柔
軟

に
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る
「
期

中
改
定
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
政
党
、

候
補
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

い
る
。
こ
う
し
た
政
策
に
よ
り

「
現
役
世
代
の
保
険
料
を
年
６
万

円
軽
減
で
き
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
す

る
が
、
そ
の
試
算
は
い
ず
れ
も
粗

く
、
医
療
ア
ク
セ
ス
の
格
差
拡

大
、
受
診
控
え
、
医
療
の
質
低
下

を
招
く
リ
ス
ク
が
高
い
。
医
療
提

供
体
制
の
持
続
可
能
性
や
患
者
の

健
康
権
を
大
き
く
損
な
う
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

西
山　

国
民
民
主
党
の
姿
勢
に

も
注
意
が
必
要
だ
。
同
党
は
生
活

者
重
視
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
自
己

負
担
見
直
し
や
報
酬
効
率
化
に
は

一
定
の
理
解
を
示
し
、
制
度
改
悪

に
対
し
て
実
質
的
に
追
認
す
る
立

場
を
取
っ
て
い
る
。
24
年
総
選
挙

の
選
挙
公
約
で
は
「
高
額
療
養
費

制
度
の
自
己
負
担
上
限
額
に
つ
い

て
経
済
状
況
に
応
じ
た
再
設
定
を

検
討
」
を
掲
げ
て
い
た
。

　

武
村　

立
憲
、
共
産
、
れ
い

わ
、
社
民
と
い
っ
た
野
党
は
、
こ

う
し
た
改
悪
に
対
し
て
一
貫
し
て

反
対
の
姿
勢
を
と
り
、
医
療
・
介

護
の
充
実
や
、
保
険
証
の
存
続
な

ど
を
訴
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
立

憲
内
部
に
は
財
政
保
守
的
な
傾
向

も
あ
り
、
対
応
に
は
揺
ら
ぎ
が
見

ら
れ
る
。
共
産
と
れ
い
わ
は
、
制

度
改
悪
の
根
底
に
あ
る
財
政
偏
重

や
競
争
導
入
の
政
治
姿
勢
を
厳
し

く
批
判
し
、
必
要
な
社
会
保
障
を

保
障
す
る
政
策
転
換
を
強
く
求
め

て
い
る
。

　

医
療
・
介
護
を
誰
も
が
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
各
党
の
姿
勢
と
過
去
の
行

動
を
的
確
に
見
極
め
る
こ
と
が
、

選
挙
を
含
む
今
後
の
政
治
選
択
に

お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

川
西　

国
民
の
受
療
権
の
関
わ

る
問
題
と
し
て
、
保
険
証
廃
止
も

見
過
ご
せ
な
い
。
政
府
は
昨
年
12

月
に
従
来
の
健
康
保
険
証
の
発
行

を
停
止
し
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

へ
移
行
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ

は
多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。

か
れ
て
い
る
。
自
民
、
公
明
、
維

新
、
国
民
民
主
は
マ
イ
ナ
保
険
証

導
入
に
積
極
的
で
、
23
年
に
は
健

康
保
険
証
の
廃
止
を
盛
り
込
ん
だ

関
連
法
案
を
成
立
さ
せ
た
。
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
事
務
の
効
率
化
、

な
り
す
ま
し
防
止
な
ど
を
導
入
理

由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
保
険

証
廃
止
を
正
当
化
す
る
明
確
な
根

拠
は
乏
し
い
。

　

一
方
、
立
憲
は
従
来
の
保
険
証

と
の
選
択
制
を
主
張
し
、
25
年
１

月
に
は
「
保
険
証
復
活
法
案
」
を

国
会
に
提
出
し
て
い
る
。
共
産
や

社
民
も
、
情
報
管
理
や
憲
法
上
の

問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
保
険
証

存
続
を
強
く
訴
え
て
い
る
。

　

西
山　

国
民
皆
保
険
制
度
の
根

幹
に
関
わ
る
重
大
な
制
度
変
更

が
、
性
急
か
つ
一
方
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
現
状
は
深
刻
だ
。
国
民

の
受
療
権
や
選
択
権
を
守
る
た
め

に
は
、
拙
速
な
義
務
化
で
は
な

く
、
制
度
の
安
全
性
と
公
平
性
を

十
分
に
確
保
し
た
上
で
、
丁
寧
な

議
論
と
合
意
形
成
が
不
可
欠
だ
。

れ
た
。

　

永
本　

こ
れ
ま
で
に
比
べ
る

と
、
医
療
機
関
に
一
定
の
配
慮
を

見
せ
た
部
分
も
あ
る
が
、
選
挙
が

近
い
な
か
、
自
民
党
を
支
援
す
る

各
医
療
団
体
の
組
織
内
候
補
に
対

す
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

西
山　

そ
も
そ
も
、「
骨
太
の

方
針
」
で
は
、「
歳
出
改
革
」
の

文
言
が
散
見
さ
れ
、
引
き
続
き
医

療
費
抑
制
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。「
建
議
」
に
は
診
療
報
酬

の
「
適
正
化
」
を
名
目
に
、
再
診

料
の
包
括
化
や
外
来
管
理
加
算
の

見
直
し
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
拡

大
、
検
査
・
画
像
診
断
の
使
用
適

正
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　

川
西　

患
者
負
担
増
に
も
警
戒

が
必
要
だ
。「
骨
太
の
方
針
」

は
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
活
用

拡
大
や
、
高
齢
者
の
医
療
費
自
己

負
担
割
合
の
見
直
し
を
含
む
制
度

改
変
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

急
激
な
物
価
高
騰
が
続
く
中

で
、
自
己
負
担
が
家
計
を
圧
迫

し
、
受
診
を
控
え
る
動
き
が
全
国

的
に
広
が
っ
て
い
る
。
特
に
低
所

得
層
や
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に

「
受
診
抑
制
」
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
健
康
状
態
の
悪
化
や
重
症
化

を
招
く
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
団
連
が
行
っ
た
25
年
の
調
査

で
も
、「
明
ら
か
に
患
者
の
来
院

が
減
っ
て
い
る
」「
高
血
圧
や
糖

尿
病
の
患
者
が
薬
を
減
ら
す
よ
う

求
め
て
く
る
」
と
い
っ
た
声
が
相

次
ぎ
、
受
診
控
え
に
よ
る
病
状
の

進
行
や
入
院
患
者
の
重
症
度
上
昇

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
、
患
者
負
担
増
を
強
行

す
れ
ば
、
患
者
の
命
と
健
康
を
危

険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

森
岡　

病
床
の
大
規
模
削
減
に

も
注
意
が
必
要
だ
。
自
民
・
公
明

・
維
新
の
３
党
が
合
意
し
た
文
書

で
は
、
病
床
約
11
万
床
の
削
減
方

針
に
つ
い
て
「
そ
の
旨
を
骨
太
の

方
針
に
反
映
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
は
具
体
的
な
数
字
な

ど
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
が
、

注
で
「
詳
細
に
つ
い
て
は
『
自
・

公
・
維
合
意
』
を
参
照
」
と
盛
り

込
ま
れ
た
。
日
本
医
師
会
を
は
じ

め
と
す
る
主
な
病
院
団
体
も
お
お

む
ね
賛
同
し
て
い
る
こ
と
は
大
き

な
問
題
だ
。

　

木
原　

留
意
す
べ
き
は
、
野
党

の
中
に
医
療
費
抑
制
に
前
向
き
な

政
党
が
存
在
し
て
い
る
点
だ
。
自

民
・
公
明
が
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
増
や
保
険
給
付
範
囲
の
縮

小
、
病
床
削
減
、
介
護
報
酬
引
き

締
め
な
ど
を
主
導
し
て
き
た
の
は

当
然
と
し
て
も
、
病
床
削
減
の
よ

う
に
、
維
新
も
積
極
的
に
制
度
縮

小
に
関
与
し
て
い
る
。

　

維
新
は
「
医
療
費
４
兆
円
削

減
」
方
針
を
掲
げ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
給
付
除
外
（
図
１
）、

地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
（
標
準
薬

剤
選
択
リ
ス
ト
）
の
導
入
、
病
床

11
万
床
の
削
減
、
高
齢
者
の
窓
口

負
担
引
き
上
げ
を
め
ざ
す
と
し
て

　

武
村　

ま
ず
は
、
医
療
機
関
を

取
り
巻
く
状
況
の
厳
し
さ
に
つ
い

て
ご
議
論
い
た
だ
き
た
い
。

　

西
山　

こ
れ
ま
で
の
開
業
医
人

生
の
中
で
最
も
厳
し
い
時
期
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
実
際
、

保
団
連
が
全
国
37
都
道
府
県
・
４

６
５
８
件
の
医
療
機
関
を
対
象
と

し
た
調
査
で
も
、
２
０
２
４
年
１

月
比
で
66
％
の
施
設
が
「
収
入
が

減
少
し
た
」
と
回
答
し
、
光
熱
費

や
材
料
費
、
人
件
費
の
上
昇
に
対

し
、
92
％
が
「
診
療
報
酬
で
は
補

填
で
き
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
賃
上
げ
を
実
施

し
た
施
設
で
も
90
％
が
「
診
療
報

酬
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
」
と
の

厳
し
い
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

永
本　

病
院
の
経
営
も
深
刻

だ
。
国
立
大
学
病
院
で
す
ら
42
病

院
中
25
病
院
が
赤
字
に
陥
っ
て
お

り
、
日
本
の
医
学
研
究
や
教
育
、

高
度
医
療
の
提
供
体
制
が
維
持
で

　

森
岡　

政
府
は
長
年
、「
消
費

税
は
社
会
保
障
の
財
源
」
と
繰
り

返
し
主
張
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は

極
め
て
一
面
的
な
説
明
だ
。

　

消
費
税
収
は
増
税
等
に
よ
り
増

え
て
い
る
が
同
時
に
政
府
は
法
人

税
減
税
や
高
額
所
得
者
へ
の
減

税
、
軍
事
費
の
拡
大
な
ど
を
進
め

て
き
た
。
結
果
と
し
て
消
費
税
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
財
源
が
大
企
業

や
富
裕
層
へ
の
減
税
の
穴
埋
め
に

使
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
ま
た
、
こ
の
間
、
医
療
・
年

金
・
介
護
の
制
度
は
削
減
・
抑
制

さ
れ
る
一
方
で
、
消
費
税
率
だ
け

を
引
き
上
げ
て
お
り
、
社
会
保
障

の
充
実
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。

　

永
本　

消
費
税
は
、
所
得
の
少

な
い
人
ほ
ど
重
い
負
担
を
強
い
ら

れ
る
典
型
的
な
逆
進
性
を
持
ち
、

と
り
わ
け
物
価
高
が
続
く
い
ま
、

家
計
を
直
撃
し
て
い
る
。
高
齢
者

や
子
育
て
世
帯
、
非
正
規
労
働
者

な
ど
社
会
的
弱
者
に
過
酷
な
こ
の

税
制
は
、
社
会
保
障
を
支
え
る
ど

こ
ろ
か
、
む
し
ろ
「
社
会
保
障
を

必
要
と
す
る
人
々
の
生
活
を
蝕
む

構
造
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

木
原　

今
こ
そ
、
消
費
税
に
依

存
し
な
い
別
の
財
源
構
築
が
必
要

だ
。
大
企
業
や
富
裕
層
へ
の
優
遇

を
見
直
し
、
内
部
留
保
へ
の
課
税

や
所
得
再
分
配
の
強
化
で
、
公
平

で
持
続
可
能
な
財
源
確
保
は
十
分

に
可
能
だ
。
こ
う
し
た
財
政
の
あ

木原　章雄理事

川西　敏雄参与

武村　義人副理事長
司
会

　

ま
ず
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
が
事
実
上
強

制
さ
れ
、
任
意
取

得
を
原
則
と
す
る

制
度
設
計
に
反
し

て
い
る
。
さ
ら

に
、
カ
ー
ド
の
他

人
へ
の
誤
っ
た
紐

付
け
や
、
資
格
情

報
の
不
一
致
な

ど
、
個
人
情
報
保

護
上
の
深
刻
な
リ

ス
ク
も
露
呈
し
て

い
る
。
医
療
現
場

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
義
務

化
や
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
不
具
合
な

ど
に
よ
り
混
乱
が

広
が
り
、
カ
ー
ド

未
所
持
者
の
受
診

が
困
難
に
な
る
事

例
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　

森
岡　

各
党
の

立
場
は
明
確
に
分

図１　OTC薬に保険が使えなくなると…　※初再診科、各種管理料、処方せん料等を除く
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医
療
・
介
護
が
地
方
を
支
え
る

社
会
保
障
か
ら
始
ま
る
経
済
の
好
循
環

命
と
暮
ら
し
、そ
し
て
倫
理
を
守
る
た
め
投
票
に
行
こ
う

政
治
と
カ
ネ 

問
わ
れ
る
透
明
性
と
説
明
責
任

社
会
保
障
・
財
源
を
め
ぐ
る
各
党
の
立
場

り
方
を
、
選
挙
を
通
じ
て
国
民
が

意
思
表
示
す
る
こ
と
が
、
今
ま
さ

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

消
費
税
減
税
や
廃
止
を
掲
げ
る

勢
力
に
一
票
を
託
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
当
に
人
間
ら
し
く
生
き
、

子
ど
も
を
育
め
る
社
会
を
つ
く
る

た
め
の
転
換
点
と
す
べ
き
で
あ

る
。

　

武
村　

保
団
連
は
、
社
会
保
障

の
財
源
と
し
て
消
費
税
に
依
存
す

る
政
府
の
方
針
に
明
確
に
反
対
し

て
い
る
。
応
能
負
担
を
基
本
と
し

た
公
平
な
税
制
へ
の
転
換
を
提
唱

し
て
お
り
、
防
衛
費
の
大
幅
増
額

に
つ
い
て
も
「
不
要
不
急
の
支

出
」
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
、
一

部
を
社
会
保
障
財
源
に
振
り
向
け

る
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
る
。

　

西
山　

消
費
税
の
減
税
や
廃
止

は
、
医
療
機
関
の
経
営
を
直
接
的

に
支
え
る
重
要
な
施
策
で
も
あ

る
。
現
在
、
医
療
機
関
は
「
控
除

対
象
外
消
費
税
」
に
よ
っ
て
、
仕

入
れ
時
に
支
払
っ
た
消
費
税
の
多

く
を
税
務
上
控
除
で
き
ず
、
大
き

な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
近

年
の
物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
に

伴
っ
て
経
費
が
増
加
し
、
こ
の
負

担
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
。

　

消
費
税
を
減
税
、
あ
る
い
は
廃

止
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題

は
根
本
か
ら
解
消
さ
れ
る
。
こ
れ

は
地
域
医
療
の
持
続
性
を
確
保

し
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
現

実
的
か
つ
即
効
性
の
あ
る
経
営
支

援
策
で
あ
り
、
早
急
に
実
行
さ
れ

る
べ
き
だ
。

　

川
西　

い
ま
日
本
社
会
が
直
面

し
て
い
る
最
大
の
課
題
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
と
、
そ
れ
に
伴
う

医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
の
社
会

保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
だ
。

　

し
か
し
政
府
は
、「
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
」
の
名
の
も
と
、
27

年
度
ま
で
に
防
衛
予
算
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
（
年
間
11
兆
円
超
）
に
倍

増
さ
せ
る
計
画
を
進
め
、
そ
の
財

源
確
保
の
た
め
に
、
社
会
保
障
費

の
自
然
増
圧
縮
、
消
費
税
の
維
持

・
強
化
、
さ
ら
に
は
復
興
増
税
の

流
用
ま
で
を
進
め
て
い
る
。「
人

を
守
る
」
と
言
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
人
び
と
の
生
活
と
健
康
を
脅

か
す
矛
盾
し
た
政
策
で
あ
る
。

　

今
、
必
要
な
の
は
武
器
や
基
地

で
は
な
く
、
医
師
・
看
護
師
・
介

護
職
員
・
保
育
士
と
い
っ
た
「
人

を
支
え
る
人
材
」
へ
の
投
資
で
あ

る
。
社
会
保
障
の
充
実
を
最
優
先

と
し
、
そ
の
財
源
は
富
裕
層
や
大

企
業
へ
の
課
税
の
見
直
し
、
不
要

不
急
の
軍
事
費
の
削
減
に
よ
っ
て

確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
米
の
減
反

政
策
と
同
じ
過
ち
を
お
か
し
て
は

な
ら
な
い
。

　

西
山　

一
方
で
、
現
代
貨
幣
理

論
（
Ｍ
Ｍ
Ｔ
）
に
基
づ
く
新
た
な

財
源
論
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国

家
は
自
国
通
貨
を
発
行
で
き
る
た

め
、
歳
入
（
税
収
）
を
財
源
と
し

な
け
れ
ば
支
出
が
で
き
な
い
と
い

う
従
来
の
常
識
は
成
り
立
た
ず
、

社
会
保
障
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
社

会
的
に
必
要
な
公
共
支
出
は
、
税

収
や
国
債
残
高
に
と
ら
わ
れ
ず
、

積
極
的
に
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う

考
え
方
だ
。

　

武
村　

こ
れ
に
は
多
く
の
批
判

も
あ
る
。
特
に
、
市
場
や
国
民
の

「
通
貨
へ
の
信
認
」
を
損
ね
る
リ

ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
政
府

が
無
期
限
に
通
貨
を
発
行
し
続
け

れ
ば
、
国
内
外
の
投
資
家
が
通
貨

価
値
に
疑
念
を
持
ち
、
通
貨
安
・

資
本
逃
避
・
物
価
急
騰
と
い
っ
た

副
作
用
が
起
き
か
ね
な
い
。
と
り

わ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
を
輸
入

に
依
存
す
る
国
に
と
っ
て
、
通
貨

価
値
の
低
下
は
致
命
的
だ
。

　

武
村　

各
党
は
異
な
る
財
源
論

を
掲
げ
て
お
り
、「
消
費
税
減
税

か
否
か
」「
防
衛
費
拡
大
か
縮
小

か
」「
財
政
規
律
か
積
極
財
政

か
」
と
い
っ
た
対
立
軸
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
。
有
権
者
は
、
ど
の

政
党
が
命
と
暮
ら
し
を
優
先
し
、

持
続
可
能
な
経
済
運
営
と
財
政
政

策
を
実
現
す
る
の
か
を
見
極
め
た

う
え
で
、
投
票
行
動
を
選
択
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

木
原　

ま
ず
、
消
費
税
に
つ
い

て
は
、
共
産
と
れ
い
わ
は
「
廃

止
」
を
主
張
し
て
い
る
。
共
産
は

消
費
税
を
「
逆
進
性
の
強
い
悪

税
」
と
断
じ
、
ま
ず
は
税
率
５
％

へ
の
引
き
下
げ
を
提
案
。
れ
い
わ

は
、
消
費
税
廃
止
に
よ
っ
て
可
処

分
所
得
を
増
や
し
、
内
需
拡
大
を

通
じ
て
税
収
を
回
復
で
き
る
と
主

張
す
る
。

　

一
方
、
立
憲
と
国
民
民
主
は
、

消
費
税
の
引
き
下
げ
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
見
直
し
に
言
及
は
し
て

い
る
が
、
一
時
的
な
対
応
に
と
ど

ま
る
。
自
民
と
維
新
は
、
消
費
税

を
社
会
保
障
の
安
定
財
源
と
位
置

づ
け
、
維
持
ま
た
は
将
来
的
な
引

き
上
げ
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、

税
率
自
体
の
見
直
し
に
は
否
定
的

だ
。

　

森
岡　

防
衛
費
の
扱
い
に
も
各

党
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
自
民
と

維
新
は
、
防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％

超
へ
の
引
き
上
げ
の
路
線
を
推
進

・
容
認
し
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
や

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
防
衛

産
業
強
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
国
民
民
主
も
こ
の
流
れ
に
一

定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
、
費
用
対

効
果
の
検
証
を
求
め
る
中
間
的
立

場
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
共
産
と
れ
い
わ

は
防
衛
費
拡
大
を
厳
し
く
批
判

し
、
軍
事
費
を
削
減
し
て
社
会
保

障
や
福
祉
に
振
り
向
け
る
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る
。
立
憲
も
歯
止

め
の
な
い
軍
拡
に
懸
念
を
示
し
、

「
防
衛
よ
り
生
活
」
と
い
う
立
場

を
取
っ
て
い
る
。

　

永
本　

今
回
の
選
挙
で
外
せ
な

い
の
は
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
だ
。

近
年
の
政
界
不
信
の
象
徴
的
重
大

課
題
で
あ
り
、
特
に
２
０
２
３
年

末
に
明
ら
か
に
な
っ
た
自
民
党
旧

安
倍
派
な
ど
の
派
閥
に
よ
る
不
記

載
・
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
問
題
は
、
政

治
資
金
規
正
法
の
形
骸
化
を
浮
き

彫
り
に
し
、
国
民
の
強
い
批
判
を

浴
び
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
治
資

金
規
正
法
の
見
直
し
が
国
会
で
議

論
さ
れ
た
が
、
改
正
案
の
中
身
は

各
党
で
大
き
く
異
な
り
、「
抜
本

改
革
」
か
、「
看
板
の
掛
け
替

え
」
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

武
村　

自
民
は
政
治
資
金
問
題

の
当
事
者
で
あ
り
な
が
ら
、
提
出

し
た
法
案
は
「
収
支
報
告
書
へ
の

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
記
載
義
務
化
」

「
政
策
活
動
費
の
10
年
後
開
示
」

な
ど
に
と
ど
ま
り
、
企
業
・
団
体

献
金
の
禁
止
に
は
踏
み
込
ま
な
か

っ
た
。
関
係
者
の
処
分
や
説
明
責

任
も
不
十
分
だ
。
公
明
は
、
政
策

活
動
費
の
制
限
拡
大
な
ど
部
分
的

な
改
革
に
は
言
及
す
る
も
の
の
、

自
民
党
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
企
業

献
金
の
禁
止
ま
で
は
踏
み
込
ん
で

い
な
い
。

　

木
原　

維
新
は
「
企
業
・
団
体

献
金
禁
止
」
の
旗
を
掲
げ
る
が
、

企
業
の
パ
ー
テ
ィ
券
購
入
と
い
う

形
で
事
実
上
企
業
・
団
体
献
金
を

受
け
取
っ
て
お
り
、
言
行
不
一
致

だ
。
ま
た
、
自
民
案
に
対
し
て
賛

成
姿
勢
を
示
す
な
ど
、
改
革
へ
の

本
気
度
に
は
疑
念
が
残
る
。
国
民

民
主
も
改
革
姿
勢
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
企
業
献
金
の
受
け
取
り

は
継
続
し
て
お
り
、
財
界
と
の
関

係
性
を
温
存
し
て
い
る
。

　

川
西　

立
憲
は
「
企
業
・
団
体

献
金
全
面
禁
止
」「
政
策
活
動
費

の
廃
止
」「
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

禁
止
」
を
明
確
に
掲
げ
、
抜
本
改

革
案
を
国
会
に
提
出
。
ま
た
、
政

治
資
金
の
電
子
化
・
即
時
公
開
な

ど
透
明
性
向
上
に
向
け
た
先
進
的

な
提
案
も
行
っ
て
い
る
。

　

森
岡　

共
産
は
さ
ら
に
一
歩
踏

み
こ
み
、
企
業
献
金
・
政
党
助
成

金
と
も
に
全
面
廃
止
を
主
張
し
て

い
る
。
実
際
に
同
党
は
企
業
・
団

体
献
金
を
一
切
受
け
取
ら
ず
、
党

費
と
個
人
献
金
の
み
に
依
拠
す
る

運
営
を
貫
い
て
い
る
。
社
民
も
政

党
助
成
金
を
除
け
ば
共
産
と
ほ
ぼ

同
様
の
立
場
だ
。

　

川
西　

改
革
に
本
気
で
取
り
組

も
う
と
す
る
勢
力
と
、
既
得
権
に

固
執
す
る
勢
力
と
の
構
図
が
鮮
明

に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
自
民
党

が
長
年
依
存
し
て
き
た
企
業
献
金

体
制
と
、
そ
れ
を
容
認
し
た
他
の

保
守
政
党
と
の
構
造
的
な
癒
着

は
、
表
面
的
な
法
改
正
で
は
根
本

解
決
で
き
な
い
。
国
民
が
情
報
を

見
極
め
、
選
挙
に
お
い
て
「
企
業

よ
り
も
国
民
を
優
先
す
る
政
治
」

を
掲
げ
る
候
補
と
政
党
を
選
び
直

す
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
だ
。
こ

れ
ら
の
腐
敗
の
構
造
に
終
止
符
を

打
て
る
か
ど
う
か
、
私
た
ち
個
人

の
判
断
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

武
村　

医
療
と
介
護
の
充
実

は
、
地
方
に
お
け
る
持
続
可
能
な

発
展
の
基
盤
を
築
く
重
要
な
柱

だ
。
医
療
・
福
祉
分
野
は
、
単
に

生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
の
雇
用
創
出
と
経

済
循
環
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。

　

森
岡　

総
務
省
の
「
経
済
セ
ン

サ
ス
」
や
厚
生
労
働
省
の
統
計
に

よ
れ
ば
、
日
本
全
国
の
医
療
・
福

祉
分
野
の
就
業
者
は
２
０
２
３
年

時
点
で
約
８
８
０
万
人
に
達
し
、

全
就
業
者
の
１
割
超
を
占
め
る
。

こ
の
傾
向
は
と
り
わ
け
地
方
で
顕

著
で
、
秋
田
県
や
高
知
県
な
ど
で

は
全
産
業
の
う
ち
医
療
・
福
祉
部

門
の
就
業
者
が
20
％
前
後
を
占

め
、
農
林
業
や
製
造
業
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

　

川
西　

医
療
機
関
や
介
護
施
設

の
存
在
は
、
地
域
に
安
定
し
た
所

得
を
も
た
ら
し
、
周
辺
の
商
業
・

住
宅
・
交
通
・
教
育
な
ど
関
連
分

野
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
い
。
厚

労
省
の
試
算
で
は
、
一
つ
の
病
院

が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の
生
産

波
及
効
果
は
、
病
院
の
売
上
高
の

約
１
・
８
倍
に
達
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
年
間
収
入
が
10
億

円
の
病
院
で
あ
れ
ば
18
億
円
超
の

経
済
波
及
効
果
を
地
域
に
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。

　

西
山　

社
会
保
障
の
充
実
は
住

民
の
家
計
を
安
定
さ
せ
、
可
処
分

所
得
を
増
や
す
効
果
も
あ
る
。
医

療
・
介
護
費
の
自
己
負
担
軽
減
は

生
活
不
安
を
和
ら
げ
、
支
出
を
消

費
に
向
け
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
需
要
の
下
支

え
と
地
元
産
業
の
活
性
化
が
実
現

し
、
経
済
の
「
下
か
ら
の
押
し
上

げ
」
が
生
ま
れ
る
（
図
２
）。
こ

の
よ
う
に
、
医
療
と
介
護
の
分
野

は
「
負
担
」
で
は
な
く
、「
地
域

の
未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
り
、
福

祉
と
経
済
を
両
立
さ
せ
る
成
長
戦

略
の
要
だ
。
防
衛
費
や
大
型
公
共

事
業
に
偏
る
財
政
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
暮
ら
し
の
安
心
に
こ
そ
税

財
源
を
振
り
向
け
る
べ
き
と
き

だ
。
医
療
・
介
護
を
支
え
る
こ
と

こ
そ
が
、
地
方
を
再
生
し
、
社
会

に
持
続
可
能
な
好
循
環
を
も
た
ら

す
確
か
な
道
だ
。

　

西
山　

私
た
ち
医
師
・
歯
科
医

師
は
、
病
め
る
人
々
に
寄
り
添

い
、
命
と
健
康
を
守
る
使
命
を
担

い
、
高
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
医
の
倫
理
と
は
、
単
に
医

療
技
術
を
提
供
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
患
者
の
尊
厳
を
守
り
、
誰
も

が
平
等
に
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
医
療
現
場
は
重
大
な
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
物
価
の

高
騰
と
度
重
な
る
医
療
費
抑
制
政

策
に
よ
り
、
多
く
の
医
療
機
関
が

経
営
の
危
機
に
直
面
し
、
患
者
も

ま
た
、
保
険
料
や
窓
口
負
担
の
増

加
、
生
活
の
困
窮
に
よ
り
受
診
を

控
え
る
現
実
が
あ
る
。
こ
う
し
た

事
態
に
沈
黙
す
る
こ
と
は
、
医
師

と
し
て
の
倫
理
に
反
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

木
原　

命
と
健
康
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
学
問
の
自

由
を
脅
か
す
学
術
会
議
法
人
化
法

や
戦
争
放
棄
を
掲
げ
た
憲
法
９
条

改
憲
に
対
す
る
姿
勢
も
重
要
な
争

点
と
感
じ
て
い
る
。

　

森
岡　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
震

災
復
興
も
同
様
だ
。
政
府
与
党
は

福
島
第
一
原
発
事
故
の
反
省
を
投

げ
捨
て
、
新
増
設
を
含
む
原
発
の

活
用
に
舵
を
切
っ
た
。
能
登
半
島

地
震
被
災
者
は
置
き
去
り
に
さ

れ
、
医
療
費
窓
口
負
担
免
除
措
置

の
継
続
も
不
透
明
な
ま
ま
だ
。

　

川
西　

ど
の
党
が
命
を
大
切
に

し
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
真
摯
に

目
指
し
て
い
る
の
か
。
冷
静
に
見

極
め
、
今
こ
そ
医
療
の
現
場
か

ら
、
私
た
ち
の
声
を
届
け
る
と
き

だ
。

　

武
村　

協
会
は
、
命
を
削
る
政

治
に
抗
し
、
す
べ
て
の
人
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い

る
。
医
師
と
し
て
、
そ
し
て
一
市

民
と
し
て
、
ぜ
ひ
投
票
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

西山　裕康理事長

永本　　浩監事

森岡　芳雄副理事長

社会保障の
充実

税収・保険料
増加

正規雇用の拡大
賃金の引き上げ

消費の
活性化

国内市場の
拡大・経済成長

企業収益の
安定的な増加

将来不安の
解消

兵庫県保険医協会作成

図２　社会保障の充実が経済の好循環につながる

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
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診診 内内 研研
よよ りり 555

亀田総合病院　呼吸器内科　主任部長 中島　　啓先生講演

プライマリケアにおける　
呼吸器感染症の診かた（上）

１．咳嗽の対応
　咳嗽はプライマリケアで最
も頻度が高い症候であり、呼
吸器感染症の多くが咳嗽を呈
するため、的確な鑑別と対処
が重要です。咳嗽は図１のよ
うに持続期間で分類され、期
間によって頻度の高い鑑別診
断が変わります。
　急性咳嗽（３週間未満）で
は、 かぜ症候群、 肺炎、
COVID-19、インフルエンザ
などが考えられます。流行期
にはまずCOVID-19とインフ
ルエンザを抗原検査で除外す
ることが必要です。急性咳嗽
患者の約５％が肺炎であり、
下気道症状（呼吸困難、膿性
痰、 胸痛）、 全身症状（発
熱、悪寒戦慄、寝汗、全身倦
怠感）、バイタルサインの異
常（呼吸数増加、SpO２低
下）、聴診所見の異常を認め
る場合は積極的に胸部Ｘ線を
撮像します。
　遷延性咳嗽（３～８週間）
では、主に感染後咳嗽が原因
です。感染後咳嗽は、感冒症

チェックリストで該当項目があれ
ば、ICS／LABAで治療的診断を行い
ましょう。

２．かぜ症候群
　かぜ症候群（普通感冒）は、図４
に示すように急性気道感染症のう
ち、咳嗽、鼻汁、咽頭痛を同時に三
つ（少なくとも二つ）認めるもの
で、ほとんどがウイルス性で自然軽
快します。かぜ症候群に対して抗菌
薬投与は推奨されません。抗菌薬を
投与しても、症状改善効果はなく副
作用がプラセボと比較して2.6倍増
加すると報告されています。
　かぜ症候群は自然軽快するため、
原因微生物の特定は通常不要です

状が先行し、周囲に同様の症状の人
がいる場合に疑われ、基本的には鎮
咳薬で対症療法を行います。
　咳嗽の鑑別診断は、胸部Ｘ線で異
常を認めるものと認めないものに分
類すると整理しやすいです。胸部Ｘ
線で異常を認めない慢性咳嗽では、
病歴聴取が極めて重要であり、最も
疑わしい疾患から診断的治療を行い
ます。図２に示すように、頻度が高
いのは咳喘息、GERD、COPD、後
鼻漏、アトピー咳嗽の５大疾患で
す。診断の手がかりとなる病歴に基
づいて、原因疾患を疑い、治療的診
断を行います。
　咳喘息は喘息診療実践ガイドライ
ン2024に基づき、図３の喘息を疑う

染症で、原因の90％以上がウイルス
です。基礎疾患のない成人ではバイ
タルサインに異常がなければ胸部Ｘ
線は不要で、抗菌薬投与は推奨され
ません。百日咳は痙攣性の咳発作な
どが特徴ですが、成人では遷延性咳
嗽のみの場合も多く、カタル期に抗

菌薬（アジスロマイシン）を投与す
ることで慢性咳嗽への進行を止めら
れる可能性があります。
 （次号につづく）
（４月26日、第620回診療内容向上
研究会より）

図２　胸部Ｘ線で異常を認めない慢性咳嗽で頻度が高い疾患図１　咳嗽の分類

図３　咳喘息の診断

図４　かぜ症候群の定義

図５　Centor criteria

が、Ａ群溶連菌
による咽頭炎・
扁桃炎は見逃さ
ないようにし、
Centor criteria
（図５）で判断
します。
　急性気管支炎
は咳を主症状と
する急性気道感

春の共済募集
締め切り迫る!
春の共済募集
締め切り迫る!

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

もっと便利な積立制度
選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。※サイバー保険もお問い合わせください！

ドクターに最適を提供します

しっかり増やす貯蓄型保険

☎ 078お問合わせは共済部まで安心

あっ
保険
整理

協
ご加入内
ワンスト

提

非営利だから
コスパが秀逸

天災や水漏れ等による休業損害も安心

協 会の 共済制度
介護保険Sasa*L (ササエル)

保険料が断然安い

スタッフも
加入できます
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

その他 研究会・セミナー
薬科部　研究会
テーマ  睡眠薬（仮）　
日 時   8月30日（土） 午後4時～

会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   大阪市立総合医療センター精神神経科医長 

粥川朋哉先生
参加費   1,000円（※会員無料）

今後の研究会・行事予定

第５回社保学習会
テーマ  在宅・介護報酬
日 時  8月24日（日） 午前10時30分～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
対 象   会員の歯科医師、会員医療機関の歯科衛生

士、歯科助手
定 員   80人

歯科の行事
定例研究会
テーマ  これからの摂食嚥下リハビリテーション
日 時  8月24日（日） 午後2時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   東京科学大学大学院医歯学総合研究科医歯学専攻老化制御学

講座摂食嚥下リハビリテーション学分野教授 戸原 玄先生

第623回診療内容向上研究会

知っているようで知らない世界
～HbA1c編～
日 時  7月19日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   遠別町国民健康保険診療所 院長 江橋 正浩先生

※  講師来場でのご講演です。
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

HbA1cが、糖尿病の指標であることは、患者さんも含め、誰もが知
っています。ただ、「HbA1cとはなんなのか」とはっきり説明でき
ますか？ HbA1cがあるなら、HbBはあるのか、HbA1aやHbA1b
はあるのか、と考えたことはありませんか？ HbA1cは臨床検査で
あり、「なんらかの方法」で結果が出されます。その「なんらかの方
法」に何種類もあること、それぞれの方法ごとに良い点や欠点があ
ること、その方法によっては結果に「ずれが生まれること」などを
ご存じでしょうか。
今回は、臨床検査専門医の研修中に課されたある宿題の提示から始
めます。
僕自身、この宿題への答えを探る中で、誰もが知っている検査であ
るHbA1cの全然しらなかった一面をみることになりました。皆さん
にも、知っているようで知らないHbA1cの面白く、奥深い世界をご
案内いたします。 【江橋 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/nM58Q 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

７
月
の
診
内
研

「第624回」
テーマ  虫刺症（仮）
日 時  8月2日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   近畿中央病院皮膚科部長 夏秋 優先生

診療内容向上研究会 「神戸支部」研究会
テーマ  異常気象と地球温暖化
日 時  7月26日（土） 午後3時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   気象予報士 森 朗氏

「西宮・芦屋支部」リスクマネジメント研究会
テーマ  1415名の医師・歯科医師によるオンライン

資格確認義務化の違法性「確認訴訟」とは
日 時  8月23日（土） 午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   オンライン資格確認義務不存在等確認訴訟

原告団長 佐藤 一樹先生

「尼崎支部」第54回総会市民公開記念講演
テーマ  働く人の腰痛予防－腰痛にならない身体作

りと作業のコツ－
日 時  8月2日（土） 午後3時～
会 場  尼崎商工会議所701会議室
講 師   一般社団法人働く人の健康と安全を守る会会長・

理学療法士 高野 賢一郎氏

医院経営研究会「第453回」
テーマ  パソコン記帳講座（仮）
日 時   8月23日（土） 午後2時30分～
会 場 神戸市産業振興センター８階ソフトウェア研修室
講 師   協会税務講師団 田中 雄司税理士

PCインストラクター 花房 孝英氏
参加費   7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円のみ）
定 員 15人（先着順）

「明石支部」研究会
テーマ  日常診療で気を付けたい法的知識 

―よくある相談事例から―
日 時  7月12日（土） 午後6時30分～
会 場  アスピア明石北館8階学習室802
講 師   協会顧問弁護士 神戸花くま法律事務所 野田 倫子弁護士

「北阪神支部」文化企画
テーマ 小林一三の愛した邸宅で吟行俳句会
日 時  7月6日（日） 午前10時30分～
会 場   小林一三記念館　邸宅レストラン「雅俗山荘」

（昼食後、池田市立カルチャープラザへ移動）
参加費   9,000円（昼食代･記念館入場料･タクシー代込）

県下各地の行事

無 料

歯科施設基準研究会
「歯初診」「外安全」「外感染」
「歯初診」は、厚生局8月報告に4年以内の研修報告が必要です！
新規開業予定の先生もご参加ください！

日 時  7月6日（日）　午前10時～12時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   尼崎中央病院 歯科口腔外科 部長 佐々木 昇先生
対 象  歯科医師、会員医療機関スタッフ
参加費  1,000円（受講証当日発行）　　定 員  80人

歯科部会

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

歯科定例研究会

“リンゴ丸かじりができる”
全部床義歯
⇒“安定義歯（すっぽんデンチャー）”の紹介と製作法：臨床編
⇒ 科学に裏付けられた理論に基づく再現性ある製作法
日 時  7月27日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   千葉県・ぐみょう歯科医院・理事長 今井 守夫先生

無 料

会 員

「神戸支部」研究会
テーマ  医療機関のメディア戦略－AI時代のウェブ

サイト・検索・口コミ対策－（仮）
日 時  9月20日（土） 午後3時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   株式会社日本経営メディキャスト事業部 河村 伸哉氏

お申し込み・お問い合わせは

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎
078-393-1802FAXお申し込み
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兵庫県保険医協会

兵庫県保険医協会

申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

お問い合わせは 078－393－1801
http://www.hhk.jp

☎
兵庫県保険医協会 検索

これからの研究会・行事のご案内

医院経営研究会　第452回例会

日 時   7月26日（土）　午後2時30分～5時 
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団 松田 力税理士・社会保険労務士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

賃金に関する税制改正のポイント
～賃上げ促進税制にも触れて～

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://tinyurl.com/k4k584yw

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

薬科部研究会

認知症診療の実際とアプローチ
日 時  7月19日(土)　午後3時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 尼崎だいもつ病院 総合診療科 副院長 瀧本 裕先生
参加費  1,000円

申し込み https://x.gd/S5nPi

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

無 料

会 員

新規開業医研究会

保険請求・レセプト審査、
新規個別指導、税務・労務の基礎知識
日 時  7月13日(日)　午前10時～午後4時
会 場  兵庫県保険医協会 会議室
参加費  5,000円（昼食・資料代含む）
〈午前〉 新規個別指導対策（指導を受けた医師からの体験報告含む）

保険診療と保険請求の要点、レセプト審査の概要
〈午後〉 新規開業に必要な税務の知識（協会税務講師団 税理士）

開業時の労務（社会保険労務士）

078-393-1802FAX

医科：☎078-393-1817 楠／歯科：☎078-393-1809 本田まで
お問い合わせは

お申し込み

無 料
児童精神科での不登校の診かた
日 時  7月5日（土）　午後3時～4時30分
会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   兵庫県立こども病院 精神科部長 関口 典子先生

女性医師・歯科医師の会

申し込み https://x.gd/sZcz0

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

「不登校」はコロナ以降ますます増加していますが、「状態」であって
「病名」ではありません。行政や教育の現場でさまざまな取り組みがな
されてはいますが、ご家族は途方に暮れ、医療の門をたたくことがありま
す。そういった時、わたしたちは何ができるのでしょうか。精神科医がど
ういった視点で評価をしているのか、何に気をつけながら支援を試みてい
るのかなどをお話ししたいと思います。 【関口 記】

無 料
歯科訪問診療対策研究会

日 時   7月6日（日）　午後2時～4時30分
会 場 兵庫県保険医協会 ５階会議室
講 師   医）悠翔会 理事長 佐々木 淳先生

医科・歯科の先生はもちろん、在宅医療に関わる全ての職種の皆様のご
参加をお待ちしています。
佐々木淳先生は、首都圏を中心として内科の訪問診療専門の診療所を多
数開設されており、歯科、精神科・皮膚科・整形外科などの各専門科、
歯科衛生士・看護師・理学療法士・管理栄養士など多職種連携で在宅医
療を提供されています。
今回は内科の視点から、一人ひとりの患者さんにきめ細かく対応した歯科
を含む多職種連携の実践についてご教示いただきます。
また、先生は在宅で寝たきりの方々のトラブル（肺炎、骨折など）は栄養
の問題が多いと指摘されており、医科の先生もご聴講いただければ、在
宅医療での栄養管理や考え方のヒントに繋がるかと考えています。
佐々木先生は、FoebesJapanの表紙を飾ったり、雑誌にも掲載多数、講
演会は全国ひっぱりだこで、めったに聴けない機会です。

訪問診療の現場から見えるもの
～内科から歯科への期待～

お申し込み 078-393-1802FAX

核戦争を防止する兵庫県医師の会　第44回総会記念講演

被爆証言―15歳の私が見たもの
日 時 7月27日（日）　午後2時～3時30分（1時30分～総会議事）
会 場 兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 兵庫県原爆被害者団体協議会（県被団協）前理事長 岡邊 好子さん

申し込み https://tinyurl.com/ycycjpjz

078-393-1802または
arimoto@doc-net.or.jpまで
FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

被団協のノーベル平和賞受賞を受け、「世界に核兵器はいらない」の声が 
さらに広がっています。被爆から80年を迎えますが、日本政府は核兵器
禁止条約にオブザーバー参加すらしておらず、唯一の戦争被爆国として
核廃絶への責任を果たすべきという世論を高める必要があります。
今回、お話をいただく岡邊さんは15歳の時広島で被爆された経験を小中
学校などで語るとともに、県被団協の理事長としても核兵器廃絶運動の
中心を担ってこられました。「もう誰にも同じ思いをさせたくない」とい
う岡邊さんのお話を聞き、どうしたら核兵器のない世界を実現できるの
か、ともに考えたいと思います。

無 料

第４回歯科社保学習会

歯冠修復・ブリッジ、有床義歯、
金属床総義歯
日 時   7月27日(日)　午前10時30分～12時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
参加対象   会員の歯科医師、会員医療機関の歯科衛生士、歯科助手
参加定員   80人

お申し込み 078-393-1802FAX

無 料


